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基本情報 (Basic Information)
氏名(Family Name, First Name)： 　 (Fukuda, Daisuke)

生年月日(Date of Birth)： 1974年（昭和49年）10月1日 (Oct. 1, 1974)

所属(Affiliation)： 東京大学大学院工学系研究科社会基盤学専攻

(Department of Civil Engineering, Graduate School of Engineering,
The University of Tokyo)

職場住所： 〒113-8656東京都文京区本郷7-3-1東京大学工学部1号館113号室

(Hongo 7-3-1, Bunkyo-ku, 113-8656 Tokyo, Japan) [Office: Room 113, Eng. Bldg. 1]

電子メール (Email)： fukuda [at] civil.t.u-tokyo.ac.jp

専門分野 (Research Field)： 土木計画，交通計画，交通行動分析，交通ネットワーク分析，交通工学，交通経済

学，プロジェクト評価，都市・地域経済分析

Infrastructure planning and management, transportation planning, travel behavior analysis, transportation
network analysis, transportation engineering, transportation economics, project evaluation, urban and regional
economic analysis.

職歴 (Job Experience)
2001年8月-2005年4月 東京工業大学大学院理工学研究科土木工学専攻助手

2005年5月-2007年3月 東京工業大学大学院理工学研究科土木工学専攻助教授

2007年4月-2008年4月 デンマーク交通研究所／デンマーク工科大学交通学科客員研究員

2007年4月-2016年3月 東京工業大学大学院理工学研究科土木工学専攻准教授

2011年9月-2011年11月 インペリアルカレッジロンドン交通センター客員研究員

2016年3月-2020年3月 　 東京工業大学環境・社会理工学院土木・環境工学系准教授

2016年7月-現在 一般財団法人運輸総合研究所研究アドバイザー（兼任）

2020年4月-現在 東京大学大学院工学系研究科社会基盤学専攻教授

2020年4月-2023年3月 　 東京工業大学環境・社会理工学院土木・環境工学系特定教授（兼任）

2020年4月-2023年3月 　 東京大学大学院工学系研究科復興デザイン研究体特任教授（兼任）

2020年10月-2023年3月 　 東京大学大学院工学系研究科次世代都市-交通デザイン研究体特任教授（兼任）

2021年4月-現在 　 東京大学次世代都市国際連携研究機構特任教授（兼任）

Aug. 2001-Apr. 2005 Assistant Professor, Department of Civil Engineering, Graduate School of Science and
Engineering, Tokyo Institute of Technology

May 2005-Mar. 2007 Associate Professor, Department of Civil Engineering, Graduate School of Science and
Engineering, Tokyo Institute of Technology

Apr. 2007-Apr. 2008 Visiting Researcher, Danish Transport Research Institute / Department for Transport,
Technical University of Denmark

Apr. 2007-Mar. 2016 Associate Professor, Department of Civil Engineering, Graduate School of Science and
Engineering, Tokyo Institute of Technology

Sept. 2011-Nov. 2011 Visiting Researcher, Center for Transport Studies, Imperial College London
Mar. 2016-Mar. 2020 Associate Professor, Department of Civil and Environmental Engineering, School of

Environment and Society, Tokyo Institute of Technology
July 2016-Present Research Advisor, Japan Transport and Tourism Research Institute, Japan
Apr. 2020-Present Professor, Department of Civil Engineering, Graduate School of Engineering, The

University of Tokyo
Apr. 2020-Mar. 2023 Adjunct Professor, Department of Civil and Environmental Engineering, School of

Environment and Society, Tokyo Institute of Technology
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Apr 2020-Mar 2023 Specially Appointed Professor, Urban Redesign Unit, The University of Tokyo
Oct. 2020-Mar. 2023 Specially Appointed Professor, Research Group for Next Generation Urban and

Transportation Design, Graduate School of Engineering, The University of Tokyo
Apr. 2021-Present Specially Appointed Professor, International Institute for Next Urban Planning, Design

and Management, The University of Tokyo

学歴 (Educational Background)
1997年3月 東京大学工学部土木工学科卒業

1999年3月 東京大学大学院工学系研究科社会基盤工学専攻修士課程修了

2001年7月 東京大学大学院工学系研究科社会基盤工学専攻博士課程中途退学

2004年3月 博士(工学)［東京大学］「社会的相互作用が交通行動に及ぼす影響のミクロ計量分析」

研究助成等 [代表] (Funding [Principal Investigator])
1. 2002-2003年　日本学術振興会・科学研究費若手研究(B)[代表]「社会的相互作用を考慮した選択行動モデルの

構築と交通政策評価への適用可能性の検討」(1,800千円)
2. 2004-2005年　日本学術振興会・科学研究費若手研究(B)[代表]「環境配慮的な交通行動規範の成立可能性に

関するミクロ計量分析」(2,200千円)
3. 2004年　(社)土木学会学術交流基金助成金[代表](200千円)
4. 2006-2007年　(財)みずほ学術振興財団助成金[代表]「アクティブシニアの交通・消費行動把握のための世帯内

活動時間配分モデルの開発」(1,200千円)
5. 2006-2007年　(財)安藤記念財団助成金[代表]「世帯内活動時間配分モデルに基づいたアクティブシニアの交通

行動分析と公共交通利用促進方策の検討」(1,000千円)
6. 2006-2007年　日本学術振興会・科学研究費若手研究(B)[代表]「アクティブシニアのための交通・消費行動把握

のための世帯内活動時間配分モデルの開発」(2,400千円)
7. 2007-2008年　(財)鹿島学術振興財団助成金[代表]「ノンパラメトリック統計技法に基づいた交通時間価値分布の

推計に関する研究」(3,700千円)
8. 2008-2009年　日本学術振興会・科学研究費若手研究(B)[代表]「交通システムの時間信頼性評価値に関する理

論・実証研究」(3,850千円)
9. 2008年　(独)日本学術振興会国際学会等派遣事業[代表] (400千円)
10. 2008年　東京工業大学大学院理工学研究科若手研究助成[代表] (1,500千円)
11. 2010-2011年　(財)高速道路調査会研究助成[代表]「高速道路ネットワークにおける旅行時間信頼性の経済評価

に関する基礎的研究」(950千円)
12. 2010-2012年　(財)国土技術研究センター研究助成[代表]「都市内道路ネットワークにおける旅行時間の信頼性：

プローブカーデータを用いた社会的費用の計測と最適な経路誘導に関する研究」(2,000千円)
13. 2010年　(独)日本学術振興会国際学会等派遣事業[代表] (250千円)
14. 2011-2012年　日本学術振興会・科学研究費若手研究(B)[代表]「旅行時間信頼性の経済評価：統合的な利用者

行動モデルを基礎とした理論・実証研究」(4,030千円)
15. 2012-2014年　国土交通省・道路政策の質の向上に資する技術研究開発[代表]「道路の旅行時間信頼性の評価

と運用に係る研究開発―経済便益計測手法の提案と経路誘導システムの構築―」(34,000千円)
16. 2013-2016年　日本学術振興会・科学研究費基盤研究(B)[代表]「都市内交通システムにおける旅行時間信頼性

の評価・運用方法の体系化」(17,160千円)
17. 2013年　日本交通政策研究会・自主研究[代表]「旅行時間信頼性の経済評価方法に関する研究」（850千円）

18. 2014年　日本交通政策研究会・自主研究[代表]「旅行時間信頼性の経済評価方法の検討」（850千円）

19. 2015-2017年　(一財)計量計画研究所フェローシップ[代表]「環境首都ストックホルムの持続可能な都市の取り組

み」(3,000千円)
20. 2015年　日本交通政策研究会・自主研究[代表]「旅行時間信頼性と利用者行動」（850千円）

21. 2016-2019年　国土交通省・道路政策の質の向上に資する技術研究開発[代表]「ETC2.0プローブ情報等を活用

した“データ駆動型”交通需要・空間マネジメントに関する研究開発」(93,000千円)
22. 2016年　交通工学研究会・受託研究[代表]「時間信頼性によるETC2.0情報の魅力創出に関する検討業務」

(5,384千円)
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23. 2016年　日本交通政策研究会・自主研究[代表]「旅行時間信頼性の経済評価方法論の展開」（850千円）

24. 2017-2018年　日本学術振興会・科学研究費挑戦的研究(萌芽)[代表]「自動運転技術の市場普及とその社会的

影響：交通工学と交通経済学の融合アプローチ」(4,420千円)
25. 2017-2019年　日本学術振興会・科学研究費基盤研究(B)[代表]「高頻度運行都市鉄道システムの統合解析モデ

ルの構築」(11,900千円)
26. 2017年　日本交通政策研究会・自主研究[代表]「旅行時間信頼性の向上に資する交通政策の検討」（850千円）

27. 2018年　日本交通政策研究会・自主研究[代表]「高速道路料金施策効果に関するエビデンスベース分析」（946
千円）

28. 2019年　日本交通政策研究会・自主研究[代表]「完全自動運転ライドシェアシステム利用意向の規定要因分析」（

946千円）

29. 2020年　日本交通政策研究会・自主研究[代表]「電気自動車充電施設の配置を考慮した交通ネットワーク運用に

関する研究」（970千円）

30. 2020-2022年　日本学術振興会・科学研究費基盤研究(B)[代表]「交通渋滞マネジメントのためのビリーフデザイ

ンアプローチ」(15,600千円)
31. 2021-2023年　(財)国土技術研究センター研究助成[代表]「近未来交通システム導入時の道路空間再配分に関

する数理モデル研究」(4,000千円)
32. 2021年　日本交通政策研究会・自主研究[代表]「サブスクリプション型MaaSのバンドリングに関する交通行動モ

デル研究」（970千円）

33. 2022年　日本交通政策研究会・自主研究[代表]「観光地における混雑課金政策導入評価のための移動・活動シ

ミュレーションに関する研究」（990千円）

34. 2022年　運輸総合研究所・委託研究 [代表]「Uberが日本国内で行ったタクシー運賃の割引実証実験の結果を踏

まえたタクシーにおけるダイナミックプライシング導入の効果分析」（1,600千円）

35. 2023-2025年　日本学術振興会・科学研究費基盤研究(B)[代表]「リモート化が交通システムや都市空間構造に

及ぼす影響の解析と社会厚生の評価」(11,700千円)

研究助成等 [分担] (Funding [Co-Investigator])
1. 2002-2003年　日本学術振興会・科学研究費基盤研究(C)[分担]「確率的動的計画法から見たインフラ資産管理」

（代表：上田孝行）

2. 2003-2004年　日本学術振興会・科学研究費基盤研究(C)[分担]「休日の余暇活動時間価値の計測手法の体系

化と実用化に向けた総合的研究」（代表：屋井鉄雄）

3. 2005-2007年　国土交通省・道路政策の質の向上に資する技術研究開発[分担]「市民参画型道路計画体系の提

案と道路網計画における対話技術の開発」(代表：屋井鉄雄)
4. 2006-2007年　日本学術振興会・科学研究費基盤研究(C)[分担]「次世代型道路の潜在多重ハザードモデリング

とバイオフィードバックコンソールの開発」（代表：屋井鉄雄）

5. 2008-2010年　日本学術振興会・科学研究費基盤研究(B)[分担]「ペリラスバイク・ディテクターの新設計開発とそ

の実用性」（代表：屋井鉄雄）

6. 2008年　日本交通政策研究会・自主研究[分担]「道路交通センサスデータを用いた世帯の自動車複数保有及び

利用構造の分析」（代表：兵藤哲朗）

7. 2009-2011年　国土交通省・道路政策の質の向上に資する技術研究開発[分担]「複合データによる道路サービ

ス・パフォーマンス情報システムの研究開発」(代表：石田東生)
8. 2009年　日本交通政策研究会・自主研究[分担]「プローブデータを用いた貨物車の走行特性に関する研究」（代表

：兵藤哲朗）

9. 2011年　日本交通政策研究会・自主研究[分担]「我が国の自動車交通需要の動向に関するマクロ統計分析」（代

表：兵藤哲朗）

10. 2012-2014年　環境省・環境経済の政策研究[分担]「地方公共団体における地球温暖化対策実行計画等の実施

に伴う環境・経済・社会への影響分析」（代表：小池淳司）

11. 2012年　日本交通政策研究会・自主研究[分担]「 最新の統計データに基づく自動車保有並びに利用動向の

検討」（代表：兵藤哲朗）

12. 2013-2014年　日本学術振興会・科学研究費挑戦的萌芽研究[分担]「データ同化とシミュレーションによる交通状

態のリアルタイム推定」（代表：朝倉康夫）
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13. 2013-2015年　日本学術振興会・科学研究費基盤研究(B)[分担]「データ同化による交通現象の解析と交通調査・

マネジメントへの展開」（代表：佐々木邦明）

14. 2013-2015年　日本学術振興会・科学研究費基盤研究(B)[分担]「統合型GHG排出量推計モデルによるアジアに

おける気候変動適応型国際航空政策の評価」（代表：平田輝満）

15. 2013-2016年　日本学術振興会・科学研究費基盤研究(A)[分担]「ネットワーク上の交通行動を記述するための

データ統融合理論とその応用」（代表：羽藤英二）

16. 2013-2016年　日本学術振興会・科学研究費基盤研究(A)[分担]「交通ネットワークのリスクマネジメントのための

動的行動・交通流解析理論の構築」（代表：朝倉康夫）

17. 2013-2018年　東京工業大学AESセンター・東芝スマート都市インフラシステム共同研究部門[分担]（代表：屋井

鉄雄）

18. 2013年　日本交通政策研究会・自主研究[分担]「自動車保有・利用構造および燃費決定要因に関する研究」（代

表：兵藤哲朗）

19. 2014-2016年　日本学術振興会・科学研究費基盤研究(B)[分担]「Complex Transit Fare Structures: Modelling
and Potential Impacts」（代表：Schmöcker, Jan-Dirk）

20. 2014-2016年　日本学術振興会・科学研究費基盤研究(B)[分担]「交通関連調査体系の再構築と政策評価への

展開」（代表：石田東生）

21. 2014年　日本交通政策研究会・自主研究[分担]「自動車の保有と利用に関する多時点統計分析」（代表：兵藤哲

朗）

22. 2015-2018年　国土交通省・道路政策の質の向上に資する技術研究開発[分担]「多様な観測データの活用によ

る道路情報提供の研究開発」(代表：佐々木邦明)
23. 2015-2018年　日本学術振興会・科学研究費基盤研究(A)[分担]「アジア中規模都市におけるパラトランジット～

次世代交通の調和型計画・事業の促進策」（代表：屋井鉄雄）

24. 2017-2020年　日本学術振興会・科学研究費基盤研究(A)[分担]「巨大災害時の広域交通ネットワークの運用に

関する数理モデル研究」（代表：朝倉康夫）

25. 2017年　日本交通政策研究会・自主研究[分担]「自動車の保有と利用に関する多時点統計分析」（代表：兵藤哲

朗）

26. 2018-2020年　国土交通省・道路政策の質の向上に資する技術研究開発[分担]「学習型モニタリング・交通流動

予測に基づく観光渋滞マネジメントについての研究開発」(代表：布施孝志)
27. 2019-2022年　国土交通省・道路政策の質の向上に資する技術研究開発[分担]「マルチスケールな交通連携を

想定した拠点配置と交通マネジメントについての技術研究開発」(代表：日下部貴彦)
28. 2020-2022年　日本学術振興会・科学研究費基盤研究(B)[分担]「網羅的シミュレーションと機械学習を用いた精

度の高い短期交通需要予測手法の開発」（代表：佐々木邦明）

29. 2020-2022年　日本学術振興会・科学研究費基盤研究(B)[分担]「ARI構築に向けたエネルギー統合型道路の計

画デザイン研究」（代表：屋井鉄雄）

30. 2022-2024年　国土交通省・道路政策の質の向上に資する技術研究開発[分担]「道路整備による走行時間短縮

便益等を把握する手法についての技術研究開発」(代表：加藤浩徳)

講義・実験・演習等 (Teaching)
1. 東京工業大学工学部土木（・環境）工学科「土木施設計画設計B」，2001.10-2014.3.
2. 東京工業大学工学部土木工学科「測量学実習」，2001.10-2005.3，2012.4-2015.3.
3. 東京工業大学工学部土木工学科「土木工学コロキウム」，2002.4-2006.3.
4. 東京工業大学第六類「六類特別講義（Ｆゼミ）」，2002.4-2016.3.
5. 東京工業大学工学部土木（・環境）工学科「インフラストラクチャーの計画と設計」，2005.4-2015.3.
6. 東京工業大学工学部土木（・環境）工学科「基礎統計解析」，2005.5-2007.3.
7. 東京工業大学工学部土木（・環境）工学科「土木計画の理論と数理」，2007.4-2015.3.
8. 東京工業大学大学院理工学研究科（工学系）土木工学専攻「土木・交通計画のための数理分析特論［Advanced

Mathematical Methods for Infrastructure and Transportation Planning，隔年英語開講］」，2005.4-2014.3.
（「選択行動の数理モデル［Mathematical Modeling of Choice Behavior］」，2015.5-2022.7に承継）

9. 東京工業大学工学部土木（・環境）工学科／環境・社会理工学院土木・環境工学系「公共経済学」，

2006.4-2023.3.
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10. 東京工業大学大学院理工学研究科（工学系）土木工学専攻，「交通計画特論［Advanced Transportation
Planning，隔年英語開講］」，2006.4-2010.3.

11. 東京工業大学工学部土木・環境工学科「工学と環境I」，2009.4-2016.3.
12. 東京工業大学工学部土木・環境工学科「環境ジレンマ論」，2009.4-2010.3.
13. 東京工業大学大学院理工学研究科（工学系）土木工学専攻／環境・社会理工学院土木・環境工学系「

Transportation Economics［英語開講］」，2011.10-2020.3.
14. 東京工業大学大学院総合理工学研究科／環境・社会理工学院融合理工学系「都市環境学概論［Urban

Environment，隔年英語開講］」，2012.4-2017.3.
15. 東京工業大学環境・社会理工学院土木・環境工学系「Mathematical Modeling of Individual Choice Behavior［英

語開講］」，2015.4-2020.8.
16. 東京工業大学第六類「六類専門基礎1（VI）」，2016.4-2019.3.
17. 東京工業大学環境・社会理工学院土木・環境工学系「土木計画学基礎」，2016.4-2022.8.
18. 東京工業大学環境・社会理工学院土木・環境工学系「社会基盤と環境−概論」，2016.4-2020.3.
19. 東京工業大学環境・社会理工学院土木・環境工学系「都市・交通計画プロジェクト演習」，2016.4-2020.8.
20. 東京工業大学環境・社会理工学院土木・環境工学系「土木工学におけるデザイン実例1」，2016.4-2020.3.
21. 東京工業大学環境・社会理工学院土木・環境工学系「土木工学におけるデザイン実例2」，2016.4-2020.3.
22. 東京工業大学環境・社会理工学院ノンディグリープログラム「高次システム化対応教育プログラム」，

2017.10-2019.3.
23. 東京工業大学環境・社会理工学院土木・環境工学系「研究プロジェクト」，2018.10-2020.3.
24. 東京大学大学院工学系研究科社会基盤学/建築学/都市工学専攻「復興デザインスタジオ」，2020.4-.
25. 東京大学大学院工学系研究科社会基盤学/建築学/都市工学専攻「復興デザイン学」，2020.4-.
26. 東京大学大学院工学系研究科社会基盤学/建築学/都市工学専攻「復興デザイン社会接続演習」，2020.4-.
27. 東京大学大学院工学系研究科社会基盤学/建築学/都市工学専攻「復興デザインコロキウム」，2020.4-.
28. 東京大学教養学部「社会システム工学基礎I」（東京のインフラストラクチャー），2020.4-.
29. 東京大学工学部社会基盤学科「国際プロジェクト序論」，2020.10-.
30. 東京大学教養学部「現代工学基礎I」（社会イノベーションと国際プロジェクト），2021.4-.
31. 東京大学大学院工学系研究科社会基盤学専攻「社会基盤技術者のための経済学 (Economics for Civil

Engineers)[英語開講]」，2021.10-.
32. 東京大学大学院工学系研究科社会基盤学専攻「インフラプロジェクト・政策評価のための実証分析 (Empirical

Analysis for Infrastructure Project/Policy Evaluation)[英語開講]」，2022.4-.
33. 東京大学大学院工学系研究科社会基盤学/建築学/都市工学専攻「ポストパンデミック時代の都市論 (Urban

Studies in the Post-Pandemic Era)[英語開講]」，2021.10-.

非常勤講師等 (Part-Time Teaching)
1. 東京工業大学附属科学技術高等学校「人と技術」，2006.4-2006.9.
2. 国際協力機構・課題別研修「総合都市交通計画コース」，一般財団法人国土計画協会, 2015.10-2019.11.
3. 東京都立大学「政策評価・経済分析」，2022.4-2022.8.

所属学会 (Academic Society)
1. 土木学会

2. 交通工学研究会

3. 日本都市計画学会

4. 応用地域学会

5. アジア交通学会

6. 日本交通政策研究会

7. 情報処理学会

8. International Transport Economics Association (ITEA)

学協会役員等 (Board Member in Academic Society)
1. International Federation for Housing and Planning（国際住宅・都市計画連合: IFHP），評議員，2017-2022.
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学会活動・学会誌・国際的学術雑誌編集委員等 (Academic Activities and Editorial Board Members)
1. Eastern Asia Society for Transportation Studies, Member of Secretariat Office, 2002-.
2. 土木学会，全国大会プログラム編成委員会，委員，2004-2006．
3. 土木学会，土木計画学研究委員会学術小委員会，委員，2006-2008.
4. 土木学会，土木計画学研究委員会，幹事，2008-2009．
5. 土木学会，調査研究部門会議，部門幹事，2010-2011．
6. 土木学会，研究企画委員会，幹事長，2012-2013．
7. 土木学会，調査研究部門，代表幹事，2012-2013.
8. 土木学会，100周年記念事業未来のT＆Iコンテスト準備委員会，委員，2013-2014．
9. 日本都市計画学会，都市計画学会誌編集委員会，委員，2013-2017.
10. 土木学会，土木計画学研究委員会，幹事，2014-2015．
11. 土木学会，土木計画学研究委員会学術小委員会，幹事長，2014-2016.
12. 土木学会，論文集編集委員会D3分冊編集小委員会，幹事・幹事長，2017-2019.
13. 土木学会，未来土木コンテスト，運営委員，2017-2018．
14. 計画・交通研究会，会報編集委員会委員，2018-
15. 交通工学研究会，第2学術小委員会，委員，2018-2022.
16. 土木学会，土木計画学研究委員会学術小委員会，特別委員，2019.
17. 土木学会，企画委員会，副幹事長，2020-2021．
18. Editorial Board, International Journal of Intelligent Transportation Systems Research, 2021-.
19. 土木学会，企画委員会，幹事長，2021-．
20. 復興デザイン研究体，幹事長，2022-．
21. 土木学会，土木計画学研究委員会，幹事長，2023-.
22. Eastern Asia Society for Transportation Studies, Treasurer, 2023-.
23. EASTS-JAPAN，事務局長，2023-．

学内における管理運営等の活動 (Administrative Roles in University)
1. 東京工業大学工学部土木・環境工学科，学科長，2008-2010．
2. 東京工業大学ものつくり教育研究支援センター，副センター長，2008-2012．

指導学生と学位論文 (Supervised Students and Thesis Titles)
1. Yuting Lee: Optimal traffic information design to alleviate oscillation in networks（仮）,東京大学大学院工学系

研究科社会基盤学専攻，修士，2022.4-2023.3
2. 江橋恭士朗：リアルタイム交通異常検出手法の高度化と都市間高速道路交通マネジメントへの活用（仮），東京大

学大学院工学系研究科社会基盤学専攻，修士，2022.4-
3. 長谷川啓太：定量的空間経済学に基づく国土構造評価フレームの構築（仮），東京大学大学院工学系研究科社会

基盤学専攻，修士，2022.4-
4. Krittanai Sriwongphanawes: Data-driven optimal pricing for transport network company（仮）,東京大学大学

院工学系研究科社会基盤学専攻，修士，2021.10-
5. Chee Yung Lo: Data assimilation methodology for the large-scale activity-travel simulator and the mobile

phone based location data（仮）,東京大学大学院工学系研究科社会基盤学専攻，修士，2021.10-
6. 中村香里：被災者の従前生活構造を考慮した災害公営住宅割り当てモデルに関する研究，東京大学工学部社会

基盤学科，学士，2022.4-2023.3
7. 田端俊也：災害リスク認知バイアスが都市空間構造に及ぼす影響，東京大学大学院工学系研究科社会基盤学専

攻，修士，2021.4-2023.3
8. 荒井悠樹：ドライバーの情報獲得過程を考慮した経路選択行動分析，東京大学大学院工学系研究科社会基盤学

専攻，修士，2021.4-2023.3
9. 羽間真奈実：人流ビッグデータを用いた，東京大学大学院工学系研究科社会基盤学専攻，修士，2021.4-2023.3
10. 江橋恭士朗：自己実現シグナルに基づく交通情報提供方法に関するオンライン実験研究，東京大学工学部社会基

盤学科，学士，2021.4-2022.3.
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11. 長谷川啓太：定量的空間経済学に基づく我が国のPlace-Based Policyの事後評価，東京大学工学部社会基盤学

科，学士，2021.4-2022.3.
12. 鵜飼健太：情報デザインを用いた交通マネジメントに関する研究，東京工業大学環境・社会理工学院土木・環境工

学系土木工学コース，修士，2020.4-2022.3.
13. 木村彗留：都市鉄道の需要構造変化を踏まえた時間帯別課金シミュレーションに関する研究，東京工業大学環境・

社会理工学院土木・環境工学系土木工学コース，修士，2020.4-2022.3.
14. 櫻井陸斗：観光地への混雑課金導入が周遊行動に与える影響の分析，東京工業大学環境・社会理工学院土木・

環境工学系土木工学コース，修士，2020.4-2022.3.
15. 田淵景子：都市型MaaSの導入が生活行動に与える影響とサブスクリプションプランの評価，東京工業大学環境・

社会理工学院土木・環境工学系土木工学コース，修士，2020.4-2022.3.
16. 田端俊也：狭域通信システムを用いたリアルタイム交通異常検出に関する研究，東京大学工学部社会基盤学科，

学士，2020.4-2021.3.
17. 五百藏夏穂：混雑を考慮した観光地における周遊行動モデルに関する研究，東京工業大学環境・社会理工学院土

木・環境工学系土木工学コース，修士，2018.4-2021.3.
18. 北侑祐：Urban Air Mobilityサービスの最適運用に関する研究，東京工業大学環境・社会理工学院土木・環境工学

系土木工学コース，修士，2019.4-2021.3.
19. 清水裕斗：降雨が都市鉄道の列車遅延に及ぼす影響の分析，東京工業大学環境・社会理工学院土木・環境工学

系土木工学コース，修士，2019.4-2021.3.
20. 岡英紀:移動軌跡データと経路非列挙型行動モデルを用いた貨物車の都市内時空間流動パターンの分析，東京工

業大学環境・社会理工学院土木・環境工学系土木工学コース（社会人），博士，2017.9-2020.9.
21. Yingshuai Wang: Extracting tourists’ travel patterns in Yaeyama Region with Wi-Fi and Bluetooth Data，東

京工業大学環境・社会理工学院土木・環境工学系土木工学コース，修士，2018.9-2020.9.
22. 小川晃平：多様なリアルタイムデータの活用を想定した短期観光交通混雑予測手法の検討：鎌倉市を事例として，

東京工業大学環境・社会理工学院土木・環境工学系土木工学コース，修士，2018.4-2020.3.
23. 河井智弘：首都圏鉄道通勤者のサテライト型テレワーク利用意向と生活行動パターン変化に関する研究，東京工

業大学環境・社会理工学院土木・環境工学系土木工学コース，修士，2018.4-2020.3.
24. 城間洋也：電気自動車充電施設の配置が経路及び車種の選択に及ぼす影響，東京工業大学環境・社会理工学院

土木・環境工学系土木工学コース，修士，2018.4-2020.3.
25. 室祥太朗：高速鉄道の整備が産業の地域特化に与える影響，東京工業大学環境・社会理工学院土木・環境工学

系土木工学コース，修士，2018.4-2020.3.
26. 鵜飼健太：自己実現シグナルによる交通情報提供効果の実験研究，東京工業大学環境・社会理工学院土木・環境

工学系，学士，2019.4-2020.3.
27. 田淵景子：MaaS (Mobility as a Service)導入評価のためのマルチモーダル経路選択モデルに関する研究，東京

工業大学環境・社会理工学院土木・環境工学系，学士，2019.4-2020.3.
28. Takao Dantsuji: Modeling and optimizing bi-modal transportation system in urban cities: A macroscopic

approach，東京工業大学環境・社会理工学院土木・環境工学系土木工学コース，博士，2016.9-2019.9.
29. Salsabila Panji Arum: Impacts of transit-oriented development and railway line specific effects on residential

land value，東京工業大学環境・社会理工学院土木・環境工学系都市・環境学コース，修士，2017.9-2019.9.
30. 今岡将大：高頻度運行都市鉄道システムにおける列車−乗客の流率密度関係の検証，東京工業大学環境・社会理

工学院土木・環境工学系土木工学コース，修士，2017.9-2019.3.
31. 金子法子：Optimal congestion tolling under Markovian route choice decision，東京工業大学環境・社会理工学

院土木・環境工学系都市・環境学コース，修士，2016.4-2019.3.
32. 鈴木新：旅客の周遊行動を考慮した都市間交通ネットワークの最適化，東京工業大学環境・社会理工学院土木・環

境工学系土木工学コース，修士，2017.4-2019.3.
33. 平林新：空間相関を考慮した歩行者流の速度－密度関係の分布パターンの抽出，東京工業大学環境・社会理工学

院土木・環境工学系都市・環境学コース，修士，2017.4-2019.3.
34. Azarel Chamorro Obra: Impacts of an economic incentive for intercity peer-to-peer ride-sharing in sparsely

populated areas，東京工業大学環境・社会理工学院土木・環境工学系土木工学コース，修士，2016.9-2018.9.
35. 北侑祐：完全自動運転ライドシェアシステム利用意向の規定要因分析，東京工業大学工学部土木・環境工学科，

学士，2018.4-2019.3.

8



36. 阿部紘之：ライフイベントが世帯の自動車保有状況に及ぼす影響のモデル分析，東京工業大学環境・社会理工学

院土木・環境工学系土木工学コース，修士，2016.4-2018.3.
37. 小林巴奈：Wi-Fiパケットセンサーを用いた長期・広域観光周遊パターン行動のモデリング，東京工業大学環境・社

会理工学院土木・環境工学系土木工学コース，修士，2016.4-2018.3.
38. 篠原丈実：トリップチェーンを考慮した貨物車の都市内移動パターンのモデル分析，東京工業大学環境・社会理工

学院土木・環境工学系土木工学コース，修士，2016.4-2018.3.
39. 都留崇弘：詳細空間メッシュ単位での小売店舗立地・撤退予測モデルに関する研究，東京工業大学環境・社会理

工学院土木・環境工学系土木工学コース，修士，2016.4-2018.3.
40. 五百藏夏穂：Wi-Fiパケットセンシングによる長期・広域観光周遊パターンの特徴抽出，東京工業大学工学部土木・

環境工学科，学士，2017.4-2018.3.
41. 城間洋也：首都圏における高速道路料金施策導入効果のエビデンス・ベース分析，東京工業大学工学部土木・環

境工学科，学士，2017.4-2018.3.
42. Qian Ge: Data-driven and macroscopic approaches for estimating origin-destination travel demand，東京工

業大学大学院理工学研究科（工学系）土木工学専攻，博士，2014.4-2017.3.
43. Gaoqi Wang: Destination choice modeling for discretionary activities of Tokyo rail passengers，東京工業大学

大学院理工学研究科（工学系）土木工学専攻，修士，2014.4-2017.3.
44. 水口正教：旅行時間変動の面的な評価方法及び交通制御方策に関する研究，東京工業大学大学院理工学研究科

（工学系）土木工学専攻，修士，2015.10-2017.3.
45. Takao Dantsuji: Evaluation of the dedicated bus lanes in urban-scale network by MFD-based Approach，東

京工業大学大学院理工学研究科（工学系）土木工学専攻，修士，2014.4-2016.9.
46. 今岡将大：混雑と経路重複を考慮した首都圏鉄道における乗客配分に関する研究，東京工業大学工学部土木・環

境工学科，学士，2016.4-2017.9.
47. 鈴木新：複数データの融合による都市間旅客流動の把握方法に関する研究，東京工業大学工学部土木・環境工学

科，学士，2016.4-2017.3.
48. Yu Xiao: Valuing travel time reliability: individual, system and dynamic perspectives，東京工業大学大学院理

工学研究科（工学系）土木工学専攻，博士，2013.4-2016.3.
49. 亀谷淳平：鉄道利用者を対象としたActivity-based交通行動モデルに関する研究，東京工業大学大学院理工学研

究科（工学系）土木工学専攻，修士，2014.4-2016.3.
50. 菊池恵和：都市鉄道における列車遅延現象の確率的特性の分析，東京工業大学大学院理工学研究科（工学系）

土木工学専攻，修士，2014.4-2016.3.
51. 篠原丈実：物流施設の立地先・立地量の同時決定モデルの構築，東京工業大学工学部土木・環境工学科，学士，

2015.4-2016.3.
52. 都留崇弘：都市鉄道の運賃共通化検討のための利用者行動分析，東京工業大学工学部土木・環境工学科，学士

，2015.4-2016.3.
53. 坂東徹：東南アジア中規模都市における次世代公共交通の利用意向に関する研究，東京工業大学大学院理工学

研究科（工学系）土木工学専攻，修士，2013.4-2015.3.
54. 伊藤海優：Hyperpathに基づく遅刻リスク回避型経路誘導システムの構築と検証，東京工業大学大学院理工学研

究科（工学系）土木工学専攻，修士，2013.4-2015.3.
55. 眞貝憲史：Hyperpathに基づく遅刻リスク回避型経路選択を考慮した交通ネットワークフロー分析，東京工業大学

大学院総合理工学研究科人間環境システム専攻，修士，2013.4-2015.3.
56. 水口正教：高速道路交通量変動の長期時系列分析，東京工業大学工学部土木・環境工学科，学士，

2014.4-2015.9.
57. 藤田亮祐：電力供給ネットワークの脆弱性に関するモデル分析，東京工業大学大学院理工学研究科（工学系）土木

工学専攻，修士，2012.4-2014.3.
58. 遠藤壮一郎：自然災害とマクロ経済成長の関連性についてのモデル分析，東京工業大学大学院理工学研究科（工

学系）土木工学専攻，修士，2012.4-2014.3.
59. Chaoda Xie: The departure time choice of railway passengers and the effects of peak shifting policy in Tokyo

Metropolitan Area，東京工業大学大学院理工学研究科（工学系）土木工学専攻，修士，2012.4-2014.3.
60. 福田剛之：複数空港圏における旅行者の空港―アクセス手段同時選択行動の分析，東京工業大学大学院理工学

研究科（工学系）土木工学専攻，修士，2011.4-2013.9.
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61. 亀谷淳平：解析的積分近似に基づくプロビット型鉄道経路選択モデルに関する研究，東京工業大学工学部土木・環

境工学科，学士，2013.4-2014.3.
62. 菊池恵和：都市鉄道におけるホームドア設置が列車遅延に及ぼす影響のモデル分析，東京工業大学工学部土木・

環境工学科，学士，2013.9-2014.3.
63. Hideki Yaginuma: Development of a model for frequency-based transit route assignment and a model of

pedestrian walking behavior inside stations for mitigation of urban rail congestion（英語論文），東京工業大学

大学院理工学研究科（工学系）土木工学専攻，博士，2013.3（学位審査等取扱要項第22条適用）.
64. Jiangshan Ma: Hyperpath-based strategic route guidance considering travel time uncertainty，東京工業大学

大学院理工学研究科（工学系）土木工学専攻，博士，2009.9-2012.9.
65. 石井良治：国土構造と災害脆弱性に関する数理的研究，東京工業大学大学院理工学研究科（工学系）土木工学専

攻，修士，2011.4-2013.3.
66. 山田薫：リスク回避型経路誘導がネットワーク交通流に及ぼす影響，東京工業大学大学院理工学研究科（工学系）

土木工学専攻，修士，2010.4-2013.3.
67. Yu Xiao: Identifying the distribution of value of travel time with a monotonic nonparametric estimator，東京工

業大学大学院理工学研究科（工学系）土木工学専攻，修士，2010.9-2012.9.
68. Zihan Hong: Traffic state estimation with data assimilation and its application to metropolitan expressway，

東京工業大学大学院理工学研究科（工学系）土木工学専攻，修士，2010.9-2012.9.
69. 伊藤海優：世帯における自動車保有・利用行動の動的分析，東京工業大学工学部土木・環境工学科，学士，

2012.4-2013.3.
70. 坂東徹：都市構造が個人の交通行動に及ぼす影響の分析，東京工業大学工学部土木・環境工学科，学士，

2012.4-2013.3.
71. 伊藤愛実：高速道路における旅行時間信頼性向上便益の推計方法に関する研究，東京工業大学工学部土木・環

境工学科，学士，2011.4-2012.3.
72. 藤田亮祐：計画停電が首都圏鉄道ネットワークの利便性に及ぼした影響のモデル分析，東京工業大学工学部土

木・環境工学科，学士，2011.4-2012.3.
73. 渡邉望：発言と離脱手段を通じた地域コミュニティ活性化に関する実証研究，東京工業大学大学院理工学研究科

（工学系）土木工学専攻，修士，2009.4-2011.3.
74. 小林迪子：我が国の自動車交通需要の動向に関する地域別マクロ分析，東京工業大学大学院理工学研究科（工

学系）土木工学専攻，修士，2009.4-2011.3.
75. 森浩介：旅行時間信頼性を考慮した貨物車の経路選択行動に関する研究，東京工業大学大学院理工学研究科

（工学系）土木工学専攻，修士，2009.4-2011.3.
76. 斎藤洋平：鉄道相互直通運転と列車遅延に関する基礎的研究，東京工業大学大学院理工学研究科（工学系）土木

工学専攻，修士，2009.4-2011.3.
77. 福田剛之：ダッカ都市圏における交通手段選択行動の分析，東京工業大学工学部土木・環境工学科，学士，

2010.4-2011.3.
78. 瀬尾亨：駅空間におけるPlan-Actionを考慮した歩行者挙動モデリング，東京工業大学工学部土木・環境工学科，

学士，2010.4-2011.3.
79. 石井良治：ETC導入が高速道路交通に与えた影響のマクロ分析，東京工業大学工学部土木・環境工学科，学士，

2010.4-2011.3.
80. Grace Uayan Padayhag: Potential effects of information and communication technology (ICT) and social

dimension on travel behavior，東京工業大学大学院理工学研究科（工学系）土木工学専攻，博士，

2007.9-2010.9.
81. 高橋茜：選好意識調査と統合モデルを用いた所要時間信頼性価値の推計，東京工業大学大学院理工学研究科

（工学系）土木工学専攻，修士，2008.4-2010.3.
82. 三木谷智：社会的ジレンマの観点に基づく放置駐輪削減施策の実証的研究，東京工業大学大学院理工学研究科

（工学系）土木工学専攻，修士，2009.4-2010.3.
83. 松尾誠太郎：空港ターミナル内旅客移動の動線評価に関する研究，東京工業大学大学院理工学研究科（工学系）

土木工学専攻，修士，2007.4-2010.3.
84. 島野和樹：ハイパーパス概念に基づく首都圏鉄道需要の分析，東京工業大学工学部土木工学科，学士，

2009.4-2010.3.
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85. 山田薫：パーティクルフィルタを用いた歩行者追跡手法の精度検証，東京工業大学工学部土木工学科，学士，

2009.4-2010.3.
86. 松本治之：道路所要時間の定刻性向上施策の経済評価に関する研究，東京工業大学大学院理工学研究科（工学

系）土木工学専攻，修士，2007.4-2009.3.
87. 小林迪子：道路交通センサスデータを用いた世帯の自動車複数保有及び利用構造の分析，東京工業大学工学部

土木工学科，学士，2008.4-2009.3.
88. 松山宜弘：離散選択モデルを用いた歩行者挙動分析，東京工業大学工学部土木工学科，学士，2008.4-2009.3.
89. 李楊：自動車の実走行燃費マクロ推計モデルに関する研究，東京工業大学工学部土木工学科，学士，

2006.4-2007.9.
90. 松本治之：新たな小型可搬式電動交通手段の利用意向に関する基礎的研究，東京工業大学工学部土木工学科，

学士，2006.4-2007.3.

受賞 (Awards)
1. (一社)システム科学研究所 米谷・佐佐木賞（学位論文部門）「社会的相互作用が交通行動に及ぼす影響のミクロ計

量分析」，2006年11月．

2. 東京工業大学大学院理工学研究科 工系若手研究奨励賞「一般道路ネットワークにおける所要時間信頼性向上の

経済評価手法」，2008年9月．

3. 国土交通省道路局道路政策の質の向上に資する技術研究開発優秀技術研究開発賞「道路の旅行時間信頼性の

評価と運用に係る研究開発」，2015年10月（研究代表者）．

4. 土木学会 土木計画学研究委員会 優秀論文賞「国別・産業部門別マクロ経済データを用いた自然災害と経済成長

の関連性に関する実証分析」，2016年11月（遠藤壮一郎氏と共同受賞）．

5. 東京大学空間情報科学研究センター 全国共同利用研究発表大会(CSIS DAYS 2019) 優秀共同研究発表賞「

LSTMの枠組みによる交通量短期予測の検討：鎌倉市中心部を事例として」，2019年11月（小川晃平氏と共同受

賞）．

6. 国土交通省道路局 道路政策の質の向上に資する技術研究開発 優秀技術研究開発賞「ETC2.0プローブ情報等を

活用した“データ駆動型”交通需要・空間マネジメントに関する研究開発」，2019年11月（研究代表者）．

7. 国土交通省道路局 道路政策の質の向上に資する技術研究開発 優秀技術研究開発賞「多様な観測データの活用

による道路交通施策評価のためのモデル開発」，2019年11月（研究代表者：佐々木邦明氏，研究分担者として参

画）．

8. 東京都大田区区政功労者表彰，2020年3月（自転車等駐車対策協議会委員としての地域貢献に対して）．

9. 土木学会 論文賞「2016年首都圏高速道路料金体系改定が交通需要に与えた影響」，2021年5月（城間洋也氏と

共同受賞）．

10. 日本都市計画学会 年間優秀論文賞「再帰ロジット型交通行動モデルを用いたサブスクリプション型MaaSの評価に

関する基礎的研究」，2021年6月（田淵景子氏と共同受賞）．

11. The 17th conference of the International Conference Series on Competition and Ownership in Land
Passenger Transport (Thredbo 17) “Sustainable Innovation Award” for “Use of Public Transport and Social
Capital Building––An Empirical Study of Japan”, September 2022. (Jointly awarded with Ziyi Qin).

指導学生の受賞 (Awards for Supervised Students)
1. 山田薫，東京工業大学大学院工学系研究科土木工学専攻修士論文 木村賞：リスク回避型経路誘導がネットワー

ク交通流に及ぼす影響，2013年3月．

2. 柳沼秀樹，(一社)システム科学研究所 米谷・佐々木賞（学位論文部門）「都市鉄道混雑緩和のための頻度ベース

経路配分モデル並びに駅構内歩行者挙動モデルの開発」，2014年11月．

3. Ge Qian，The 16th Behavior in Networks Research Workshop, Best Research Award, Oct 2017.
4. Ge Qian，東京工業大学「丘友」(土木工学科同窓会) 吉川・山口賞「Data-Driven and Macroscopic Approaches

for Estimating Origin-Destination Travel Demand」，2018年12月．

5. Ge Qian，東京工業大学 手島精一記念研究賞 留学生研究賞 (Seiichi Tejima International Student Research
Award)，2019年1月．

6. 壇辻貴生，(一社)システム科学研究所 米谷・佐々木賞（学位論文部門）「Modeling and Optimizing Bi-Modal
Transportation System in Urban Cities: A Macroscopic Approach」，2020年11月．
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7. 壇辻貴生，東京工業大学「丘友」(土木工学科同窓会) 吉川・山口賞「Modeling and Optimizing Bi-Modal
Transportation System in Urban Cities: A Macroscopic Approach」，2020年12月．

8. 清水裕斗，NTTデータ数理システム 2020年度学生研究奨励賞・最優秀賞「降雨が都市鉄道の列車遅延拡大に及

ぼす影響〜データ駆動型アプローチ」，2021年1月．

9. 城間洋也，土木学会 論文賞「2016年首都圏高速道路料金体系改定が交通需要に与えた影響」，2021年5月（福

田と共著）．

10. 田淵景子，日本都市計画学会 2020年年間優秀論文賞「再帰ロジット型交通行動モデルを用いたサブスクリプショ

ン型MaaSの評価に関する基礎的研究」，2021年6月（福田と共著）．

11. 壇辻貴生，2021年度戦略的創造研究推進事業（ACT-X）採択「交通流理論と強化学習による都市交通システム最

適化」2021年10月-2024年3月．

12. 岡英紀，(一社)システム科学研究所 米谷・佐々木賞（学位論文部門）「移動軌跡データと経路非列挙型行動モデル

を用いた貨物車の都市内時空間流動パターンの分析」，2021年11月．

13. 岡英紀，東京工業大学「丘友」(土木工学科同窓会) 吉川・山口賞「移動軌跡データと経路非列挙型行動モデルを用

いた貨物車の都市内時空間流動パターンの分析」，2021年12月．

14. 長谷川啓太，東京大学工学部社会基盤学科田辺賞「定量的空間経済学に基づく我が国のPlace-Based Policyの
事後評価」2022年3月．

投稿準備中・掲載準備中論文 (Paper in Progress)
1. Takao Dantsuji; Kashin Sughshita; Daisuke Fukuda. (minor revision) Understanding Changes in Travel

Patterns during the COVID-19 Outbreak in the Three Major Metropolitan Areas of Japan. Transportation
Research Part A: Policy and Practice.

2. Ryosuke Abe; Atsushi Niikura; Ryoma Gouto; Daisuke Fukuda (under review) Market potential of
local/last-mile autonomous vehicles and their impact on rail travel in the Tokyo Metropolitan Area: A
large-scale simulation incorporating stated preference. Transportation.

3. Yuki Oyama; Daisuke Fukuda, Naoto Imura and Katsuhiro Nishinari (under review) E-commerce users'
preferences for delivery options. Transportation Research Part E: Logistics and Transportation Review.

4. Krittanai Sriwongphanawes and Daisuke Fukuda (under review): How does price affect the utilization of
ridesourcing services: Evidence from Uber Japan’s experiments. EASTS Journal.

5. Ryuichi Tani, Kenetsu Uchida and Daisuke Fukuda (under review): Tourist excursion model considering trip
chain choice and duration of stay. Asian Transport Studies.

6. Atsushi Uechi, Daisuke Kamiya, Ryo Yamanaka, Daisuke Fukuda and Yoshiki Suga (under review):
Evaluating the impacts of tourists on the island environments based on their stay time. Proceedings of
EASTS.

7. Kenta Ukai and Daisuke Fukuda (in preparation): Traffic management based on information design. To be
submitted to Transportation Science.

8. Daisuke Fukuda; Makoto Chikaraishi; Shinji Nakagawa; Tsuyoshi Ono (in preparation) A unified survey and
estimation framework for valuing travel time reliability. To be submitted to Transportation Research Part C:
Emerging Technologies.

9. Ryoji Ishii; Daisuke Fukuda; Hideki Yaginuma; Takahiko Kusakabe; Wataru Mogi; Atsushi Isono; Tsuyoshi
Shibukawa; Hirotsugu Suenari; Ryuta Nishi; Shota Ito (in preparation) T-ACT: A large-scale activity-travel
simulator for Tokyo Metropolitan Area. Working Paper.

10. Yamanaka Ryo; Daisuke Kamiya; Atsushi Uechi; Daisuke Fukuda (in preparation) Overseas visitors’ travel
behavior at a world natural heritage site analyzed using Wi-Fi packet sensors. Working Paper.

11. Daisuke Fukuda; Shiroma Hiroya. (in preparation) Tolls and traffic demand: Evidence from the 2016 toll
reform scheme for the Metropolitan Tokyo urban expressway network. Working Paper.

12. Ryoji Ishii, Yuichi Mohri, Takahiro Ishigami; Daisuke Fukuda. (in preparation) Analysis of maintenance
activities among child-rearing households in the Tokyo Metropolitan Area. Working Paper.

13. 柳沼秀樹，日下部貴彦，福田大輔，鯉淵正裕，高橋香織，平哲治，井上崇．(in preparation) ETC2.0プローブ通

過情報を活用した道路交通状態のリアルタイム異常検知．Working Paper.
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学術論文 (Journal Paper)
1. Takao Dantsuji; Yuki Takayama; Daisuke Fukuda. (2023) Perimeter control in a mixed bi-modal bathtub.

Transportation Research Part B: Methodological. Vol. 173, pp. 267–291.
https://doi.org/10.1016/j.trb.2023.05.003

2. 福田大輔，城間洋也．(2023) 離散選択モデル研究の最近の展開―異質性と摂動性の観点から―．土木学会論

文集D3（土木計画学）．Vol. 78, No. 5, pp. I_1–I_20. [招待論文]
https://doi.org/10.2208/jscejipm.78.5_I_1

3. 長谷川啓太，福田大輔．(2023) 近年の我が国の地域間配分政策の事後評価：QSEアプローチによる検討．土木

学会論文集D3（土木計画学）．Vol. 78, No. 5, pp. I_163–I_182.
https://doi.org/10.2208/jscejipm.78.5_I_163

4. 田淵景子，福田大輔．(2023) 都市型MaaSの導入が生活行動に与える影響とサブスクリプションプランの評価：

東京都市圏におけるシミュレーション分析．土木学会論文集D3（土木計画学）．Vol. 78, No. 5, pp. I_437–I_447.
https://doi.org/10.2208/jscejipm.78.5_I_437

5. 木村彗留，福田大輔．(2023) 都市鉄道の需要構造変化を踏まえた時間帯別課金シミュレーション．土木学会論

文集D3（土木計画学）．Vol. 78, No. 5, pp. I_919–I_937.
https://doi.org/10.2208/jscejipm.78.5_I_919

6. 小宮山茜，佐々木邦明，福田大輔，石井良治．（2023）東京都市圏におけるアクティビティシミュレーションと観測

データの融合手法．土木学会論文集D3（土木計画学）．Vol. 78, No. 5, pp. I_553–I_560.
https://doi.org/10.2208/jscejipm.78.5_I_553

7. 櫻井陸斗，五百藏夏穂，福田大輔．(2023) 観光地への混雑課金導入が周遊行動に与える影響の分析．交通工

学論文集．Vol. 9, No. 4, pp. A_128–A_137.
https://doi.org/10.14954/jste.9.4_A_128
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6. 福田大輔 (2014). 時間信頼性の経済的価値付け. 道路交通の信頼性評価 [中山晶一朗，朝倉康夫 (編著)，コロナ

社].第4章, pp. 39–71.
7. H.S. Palmiano, D. Fukuda and T. Yai: Analysis of measures to reduce delay and particulate matter emission

at jeepney stops in Metro Manila by microsimulation. In: Sustainable Civil Engineering - Harmonizing
Infrastructure Development with the Environment. [O. Kusakabe, T. Aramraks, R. Sigua, J. Takemura, N.B.
Diola and W. Yodsudjai (eds.)]. Section 3.5.3, University of the Pholippine Press, pp. 234-245, 2009.

8. 福田大輔 (2003). ノルウェーにおけるユニバーサルデザインの計画手法. ユニバーサルデザインハンドブック（訳

書）［荒井利春,川瀬美彦,古瀬敏,清水忠男,関根千佳,田中眞,森地茂（編）］，丸善. pp. 415–427.
9. 福田大輔［分担執筆］(2002). 多摩ニュータウン／ハウステンボス／東京外かく環状道路／諫早湾干拓事業. 空か

ら見る国土の変遷.社団法人日本写真測量学会[編].古今書院.

解説論文・総合報告等 (Report)
1. 福田大輔 (2023). GPT時代の学会の価値とは.計画・交通研究会会報. 2023年5月号, p. 16.
2. 福田大輔 (2022). [巻頭言]道路ネットワークの社会的価値最大化に向けて.交通工学. Vol. 57, No. 3, pp. 1–2.
3. 福田大輔, 越野晴秀, 日高洋祐, 佐治友基, 遠藤寛之 (2022). [パネルディスカッション]地方部における新たなモビ

リティ.計画・交通研究会会報. 2022年3月号, pp. 2–8.
4. 福田大輔，栁沼秀樹，峯岸宏治，重松眞理子，佐治友基，植村佳代 (2022). [パネルディスカッション] 次世代モビ

リティの実装と地域デザイン.道路. Vol. 971, No. 2, pp. 16–17.
5. 福田大輔,守島基博,山内弘隆 (2021). [座談会]アフターコロナを見据えて−働き方改革と鉄道通勤−.運輸と経済.

No. 886, pp. 5–11.
6. 福田大輔 (2020). [講演]公共財としての交通ビッグデータ.高速道路と自動車. Vol. 63, No. 2, pp. 20–21.
7. 羽藤英二, 金光寛幸, 苦瀬博仁,高野正克,東良和,福田大輔 (2018). [パネルディスカッション]ビッグデータをいか

に活用するか.道路. Vol. 923, No. 2, pp. 8–9.
8. 吉川徹, 羽藤英二, 伊藤香織, 福田大輔 (2017). [座談会] 都市の数理モデル・ビッグデータ解析研究の今後の展

望 (特集都市解析のためのモデルとデータ :理論と実践の架け橋).都市計画. Vol. 66, No. 2, pp. 12–17.
9. 福田大輔,布施孝志,円山琢也 (2016).地域道路経済戦略研究会の中間提言 : 2020年に向けた新たな道路政策

の挑戦と実行 (特集道路交通分野へのIT・ビッグデータの活用に向けた最新の取組).道路. No. 902, pp. 14–17.
10. 福田大輔 (2016).交通行動分析の過去と未来.交通工学. Vol. 51, No. 1, pp. 32–33.
11. 福田大輔 (2015).特別講演：交通ビッグデータの活用. JICEレポート. No. 28, pp. 31–39.
12. 村上周三, 出口敦, 福田大輔 (2015).インタビューサステイナブルな都市創造のための「評価」とは? (特集都市の

評価とランキング).都市計画. Vol. 64, No. 1, pp. 62–69.
13. 福田大輔 (2014).都市や地域の国際競争力をどう評価するか.月刊建設. 2014年11月号, pp. 4–5.
14. 福田大輔 (2012).道路ネットワークの整備がもたらす様々な効果.日刊建設産業新聞. 2012年10月30日号.
15. 福田大輔 (2012). データ同化アプローチによる交通状態の推定に関する研究動向. 交通工学. Vol. 47, No. 2, pp.

33–38.
16. 福田大輔 (2012).移動の定時性の評価に向けて.高速道路と自動車. Vol. 55, No. 8, p. 11.
17. 福田大輔 (2011).計画停電が首都圏鉄道輸送サービスに及ぼした影響.都市計画. Vol. 50, No. 4, p. 48–51.
18. 福田大輔 (2010).旅行時間変動の経済評価〜研究動向のレビューと実適用に向けた課題の整理.交通工学. Vol.
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45, No. 2, pp. 9–15.
19. 福田大輔 (2009). ストックホルムにおける道路混雑課金恒久実施までの計画・施策調整プロセス. 交通工学. Vol.

44, No. 2, pp. 45–48.
20. 福田大輔 (2008). コペンハーゲン・メトロ－カストラップ空港への延伸とシティ・リング・プロジェクト－. 運輸政策研

究. Vol. 10, No. 4, pp. 48–54.
21. 福田大輔 (2008).デンマークの国土交通インフラ整備に関する長期ビジョン.都市計画. Vol. 57, No. 2, p. 92.
22. Yai, Tetsuo Yai; Hirata, Terumitsu; Fukuda, Daisuke (2007). Road transport simulation studies in Tokyo Tech

YAI Laboratory. Kirkasta Ja Sumeaa - Crisp and Fuzzy - Essays on Transportation Engineering in Honour of
Professor Matti Pursula on his Sixtieth Birthday. Helsinki Institute of Technology Press, pp. 381-392.

23. 福田大輔 (2007).人々の温もりが感じられるデンマークの街並み.交通工学. Vol. 42, No. 6, pp. 108-111.
24. 福田大輔, 八木宏, 森脇亮, 渡邊学歩,木本和志,大澤和敏,田辺篤史 (2006).東京工業大学土木工学科における

「創造性育成」のための取り組み.土木学会第61回年次学術講演会講演概要集.共通（CS）部門，CD-ROM.
25. 福田大輔 (2006).知っ得ソフト「迷惑メールフィルタリング」.測量. Vol. 56, No. 12, p. 35.

招待講演 (Invited Talk and Lecture)
1. ポストコロナの交通像に関する一私論，第688回建設技術講習会，新潟，新潟ユニゾンプラザ，2022年11月16日

．

2. パッシブデータによる観光交通マネジメント支援の可能性，北海道の未来をつくる道路施策の勉強会，北海道開発

局函館開発建設部，2022年8月18日．

3. 離散選択モデル研究の最近の展開―異質性と摂動性の観点から―，第64回土木学会土木計画学研究発表会・

招待講演，オンライン，2021年12月4日．

4. ポストコロナの交通像に関する一私論，運輸総合研究所第50回研究報告会，東京，ベルサール御成門，2021年
12月1日．

5. 多様な移動を支える次世代交通拠点とネットワークの構築に向けて，第34回日本道路会議，東京，日本都市セン

ター会館，2021年11月5日．

6. モビリティの将来予測と評価〜交通システム分析の観点から，東京，本田技術研究所，2021年11月2日．

7. 次世代モビリティを支える交通ビッグデータ，地域ITSマネジメント研修（国土技術政策総合研究所），オンライン，

2021年2月3日．

8. モビリティの変革と人々の行動変容〜「東京都市圏における新たな都市交通戦略」を題材として，自動車技術会第

４回エネルギー部門委員会，オンライン，2020年12月17日．

9. パッシブデータによる観光交通マネジメント支援の可能性，北海道開発局講演会，北海道開発局網走開発建設部

，2020年9月24日．

10. データから沖縄の都市・交通・観光のあるべき姿を考える，新たな社会基盤のあり方に関する勉強会，那覇，沖縄

県庁，2020年2月28日．

11. 交通行動の分析とモデリング〜アクティビティベースアプローチの実務展開に向けて〜，令和元年度東京都市圏交

通計画協議会・市区町村セミナー，東京，AP秋葉原，2020年1月21日．

12. 北海道における交通インフラストック効果の評価〜時間信頼性とWIDER ECONOMIC IMPACTSに着目して，(一
財)北海道道路管理技術センター講演会，札幌，北海道道路管理技術センター，2020年1月7日．

13. 公共財としての交通ビッグデータ，(公財)高速道路調査会講演会，大阪，AP大阪駅前，2019年11月29日．

14. 公共財としての交通ビッグデータ，令和元年度第２回ＩＴＳセミナー，東京，(一財)道路新産業開発機構，2019年11
月28日．

15. 旅行時間信頼性研究の展望，第11回愛媛大学坊っちゃんセミナー，松山，愛媛大学，2019年3月5日．

16. 多様なデータソースを用いた観光流動の把握について，情報化月間シンポジウム：データから観光を探る～エビデ

ンスベースの観光施策に向けて～，京都，一般社団法人システム科学研究所，2018年12月7日．

17. 交通行動の分析とモデリング：予測・評価・制御への応用，計測自動制御学会都市インフラシステム構築と制御調

査研究会，東京，計測自動制御学会，2017年1月31日．

18. 仮想ETC2.0データを用いた道路の時間信頼性指標の試算と課題，講演会：ETC2.0データの利用を想定した道路

の信頼性評価，東京，一般財団法人ITSサービス高度化機構，2016年7月25日．

19. ETC2.0等を活用した“Data-Oriented”交通マネジメントの可能性，北海道ITSフォーラム講演会，札幌，北海道ITS
推進フォーラム，2016年6月23日．
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20. 交通ビッグデータの活用，第26回日・韓建設技術SEMINAR，東京，一般財団法人国土技術研究センター，2015
年9月1日．

21. 行動モデル・時間信頼性を中心とした研究紹介，東京，社会システム株式会社，2013年11月26日．

査読 (Journal Referee Service)
1. 土木学会論文集

2. 土木計画学研究・論文集

3. 交通工学論文集

4. 行動計量学

5. 都市計画論文集

6. 交通学研究

7. 地球環境

8. IET Intelligent Transport Systems
9. Journal of the Eastern Asia Society for Transportation Studies
10. IEEE Intelligent Transportation Systems Transportation
11. Journal of Advanced Transportation
12. Journal of Intelligent Transportation Systems: Technology, Planning, and Operations
13. Transportation Research Part A: Policy and Practice
14. Transportation Research Part B: Methodological
15. Transportation Research Part C: Emerging Technologies
16. Transportation Research Part D: Transport and Environment
17. Transportation
18. Transportmetrica Part A
19. Transportmetrica Part B
20. Public Transport
21. Journal of Production Economics
22. Sustainable Cities and Society
23. International Symposium on Transportation & Traffic Theory (ISTTT)
24. Asian Transport Studies

公的審議会・委員会等における貢献 (External Committee)
1. OD調査に関する懇談会(2023.6-現在)，国土交通省道路局，委員長．

2. 未来道路会議(2023.5-現在)，一般財団法人国土技術研究センター，委員．

3. 次世代ITS検討会(2023.3-現在)，国交省道路局，委員．

4. 沖縄レンタカー事故対策プロジェクトにおけるアドバイザー(2023.1-現在)，トヨタ・モビリティ基金，アドバイザー．

5. 空港技術懇話会(2023.1-現在)，国土交通省航空局，委員．

6. 次世代高規格ユニットロードターミナル検討会(2023.1-現在)，国交省港湾局，委員．

7. 板橋区自転車+活用推進協議会(2023.1-現在)，東京都板橋区，委員長．

8. 近未来道路政策研究会(2022.12-現在)，一般財団法人日本みち研究所，委員．

9. 都市交通調査の深度化に向けた検討委員会(2022.10-現在)，国土技術政策総合研究所，委員．

10. 高速道路におけるカーボンニュートラルに向けた総合的な施策等に関する基礎的研究委員会(2022.7-現在)，高
速道路調査会，委員．

11. 宇都宮国道における事業・施策検討会(2022.7-2023.3)，国土交通省関東地方整備局，委員．

12. 沖縄本島中南部都市圏総合都市交通協議会(2022.6-現在)，沖縄県，委員．

13. 運営研究会(2022.4-現在)，運輸総合研究所，委員．

14. ポストコロナの公共交通のあり方検討委員会［後継：日本を支える公共交通のあり方検討委員会］

(2021.9-2023.3)，運輸総合研究所，委員．

15. ポストコロナの公共交通のあり方検討委員会・地域内交通小委員会［後継：日本を支える公共交通のあり方検討

委員会］(2021.10-2023.3)，運輸総合研究所，座長．

16. 東京都市圏総合都市交通体系あり方検討会(2021.9-現在)，東京都市圏交通計画協議会，委員．
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17. 鉄道整備と沿線開発に関する研究会(2021.6-現在)，運輸総合研究所，委員．

18. 交通拠点と防災のあり方/あり様に関する検討会(2021.1-2023.3)，国土交通省関東地方整備局，委員．

19. 首都圏道路ネットワークの整備効果検討会準備会(2020.12-現在)，国土交通省関東地方整備局，委員．

20. 新道路技術会議(2020.11-現在)，国土交通省・道路局，委員．

21. ISO/TC204インフラステアリング委員会(2020.9-現在)，国土交通省国土技術政策総合研究所，委員．

22. バスタプロジェクト検討推進会(2020.9-2021.9)，国土交通省道路局，委員．

23. ISO/TC204WG19(2020.1-現在)，International Organization for Standardization，委員．

24. 高度道路交通システム（ITS）の標準化に係る技術委員会(2019.12-現在)，自動車技術会，委員．

25. 将来需要予測モデル構築に関する勉強会(2019.12-現在)，東京都交通局，委員．

26. 自転車活用推進委員会(2019.5-現在)，東京都大田区，委員．

27. ICTを活用した新道路交通調査体系検討会(2018.10-現在)，国土交通省道路局，委員．

28. 大都市交通センサス調査検討委員会 及び 技術検討ワーキンググループ(2017.3-現在)，国土交通省総合政策

局，委員．

29. 鉄道事業の事業評価に係る勉強会(2018.10-現在)，鉄道建設・運輸施設整備支援機構，委員．

30. 地域道路経済戦略研究会・沖縄研究会(2015.12-2023.3)，内閣府・沖縄総合事務局，オブザーバー．

31. 地域道路経済戦略研究会・関東研究会(2015.12-現在)，国土交通省関東地方整備局，委員長．

32. 地域道路経済戦略研究会(2015.12-現在)，国土交通省道路局，委員．

33. 都市計画審議会(2015.9-現在)，神奈川県，委員．

34. 公共事業評価審査委員会(2015.7-現在)，川崎市，委員．

35. 全国幹線旅客純流動調査委員会及び幹事会(2014.10-現在)，国土交通省総合政策局，委員．

36. 道路時間信頼性評価手法検討委員会(2012.11-現在)，阪神高速道路株式会社，委員．

37. 自動車の保有・利用に関する動向調査研究会(2010.9-2021.3)，国土交通省道路局，委員．

38. 道路の時間価値に関する調査・研究委員会(2009.11-2020.3)，国土交通省道路局，委員．

39. 自転車等駐車対策討議会(2009.7-現在)，東京都大田区，副会長．

40. 最近の交通問題と道路サービスに関する意見交換会［新道路研究会］(2008.4-現在)，国土交通省道路局，委員

．

41. TDM施策推進アクションプログラム検討委員会(2021.12-2022.3)，沖縄県，委員．

42. オンライン社会の加速化に伴う新たな脱炭素社会ビジョンに関する有識者意見交換会 (2021.10-2022.3)，環境

省，委員．

43. バッテリー交換式EVと再エネ活用セクターカップリング型ビジネスモデル検討委員会(2021.11-2022.3)，SBエ
ナジー株式会社，委員．

44. 関東地方道路協議会有識者懇談会(2021.6-2021.7)，国土交通省関東地方整備局，委員．

45. ビッグデータを活用した旅客流動分析等に関する調査委員会(2021.6-2021.9)，国土交通省総合政策局，委員

．

46. 第８回線引き見直しに向けた検討会(2021.6-2022.3)，神奈川県，委員．

47. 自転車活用推進計画策定委員会(2021.3-2022.3)，東京都板橋区，委員長．

48. 整備新幹線の収支採算性に関する需要予測に関する委員会(2020.12-2021.3)，鉄道建設・運輸施設整備支援

機構，委員．

49. 新たな広域道路ネットワークに関する検討会(2020.2-2021.7)，国土交通省道路局，委員．

50. 2030年モビリティ研究会（2020.1-2020.3），内閣官房，委員．

51. ナイトタイムエコノミーに対応した交通サービスの推進に向けた調査・有識者検討会(2019.11-2020.3)，国土交

通省総合政策局，委員．

52. 自動走行に対応した道路空間についての検討会(2019.5-2020.6)，国土交通省道路局，委員．

53. 都市計画に関する基本的な方針等改訂推進委員会(2019.5-2022.3)，東京都大田区，委員．

54. 大田区空港臨海部グランドビジョン専門部会(2019.5-2022.3)，東京都大田区，委員．

55. インドネシア「JABODETABEK都市交通政策統合プロジェクトフェーズ2」（JUTPI2）における交通調査に係る国内

支援委員会(2018.9-2019.3)，独立行政法人国際協力機構，委員．

56. 未来の移動とみちとまち研究会(2018.3-2019.3)，日本みち研究所，委員．

57. 都市計画審議会(2018.4-2022.3)，東京都大田区，委員．

58. 日光地区における交通渋滞や観光客の周遊動向等に関する調査検討会(2018.1-2018.6)，運輸総合研究所，
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委員．

59. 交通マネジメント新技術評価委員会(2018.1-2019.3)，国土交通省道路局，委員長．

60. 田園都市線の在り方検討会(2017.10-2018.9)，東京急行電鉄株式会社，委員．

61. 地下鉄7号線(埼玉高速鉄道線)延伸協議会(2017.7-2018.3)，さいたま市政策局，委員．

62. 東京都市圏総合都市交通体系調査技術検討委員会（委員）/合同ワーキング（委員）/都市交通ビジョンワーキン

グ（委員）/交通行動モデルワーキング（委員長）(2017.3-2021.3)，国土交通省関東地方整備局，委員．

63. TDM施策推進アクションプログラム検討委員会(2016.12-2017.3)，沖縄県，委員．

64. 高速道路料金の効果分析・検証勉強会(2016.7-2019.3)，国土交通省道路局，委員．

65. OD推計検討会(2016.11-2017.3)，国土交通省都市局，委員．

66. 開発途上国における交通調査および交通需要予測にかかる調査・国内支援委員会(2016.10-2018.3)，独立行

政法人国際協力機構，委員．

67. 車両搭載センシング技術活用勉強会検討委員会(2016.3-2016.3)，国土交通省道路局，委員

68. 航空手荷物新技術研究会(2016.2-2016.3)，NPO法人空港に於けるRFID技術普及促進連絡会，委員．

69. ETC2.0データの利活用に関する検討会(2015.11-2016.3)，国土交通省道路局，委員．

70. JICA課題別研修「総合都市交通計画」コース(2015.10-2020.3)，一般財団法人国土計画協会，講師．

71. 総合資源エネルギー調査会 ガスシステム改革小委員会(2015.8-2016.8)，経済産業省・資源エネルギー庁，委

員．

72. 経済・財政政策の観点から見た公共投資等のあり方検討会(2015.7-2016.9)，国土交通省総合政策局，委員．

73. 次期東京都市圏パーソントリップ調査に関する意見交換会(2015.1-2015.3)，国土交通省都市局，委員．

74. 東京地下鉄事業再評価監視委員会ワーキンググループ(2015.1-2015.3)，東京メトロ株式会社，委員．

75. 新たな道路交通調査体系に関する懇談会(2014.12-2015.3)，国土交通省道路局，委員．

76. 都市鉄道の需要予測に関する勉強会(2014.10-2015.8)，一般財団法人運輸政策研究機構，委員．

77. モバイルビッグデータによる交通情報革命に関する調査検討委員会(2014.8-2016.3)，財団法人運輸政策研究

機構，委員

78. 地下鉄７号線延伸検討会会議(2014.8-2015.3)，さいたま市政策局，委員．

79. 運輸部門における温室効果ガス排出量等の定量化及び検討・施策検討会(2014.7-2015.3)，環境省，委員．

80. 東京圏における交通需要予測手法に関する勉強会(2014.7-2014.8)，財団法人運輸政策研究機構，委員．

81. 東京都市圏総合都市交通体系あり方検討会ネットワーキンググループ(2014.6-2015.6)，国土交通省関東地方

整備局，委員．

82. 企画競争有識者委員会及び業務成績評定審査委員会(2014.4-2018.4)，国土交通省道路局，委員．

83. 埼玉県内公共交通網検討委員会(2013.12-2015.3)，埼玉県，委員．

84. アジア交通・物流勉強会(2013.12-2014.3)，環境省地球環境局，委員．

85. 21世紀自動車社会の未来に関する体系的研究会・道路インフラシステム調査分科会(2013.11-2016.3)，日本

総合研究所，委員．

86. 社会資本整備総合交付金都市再生整備計画事業事後評価委員会(2013.11-2015.3)，東京都大田区，委員．

87. 広域天然ガスパイプライン整備の評価手法の検討に関する研究会(2013.1-2013.3)，経済産業省・資源エネル

ギー庁，委員．

88. 中部国際空港実証実験評価検討委員会(2012.11-2014.3)，中部国際空港株式会社，委員．

89. アクセシビリティの現状分析に関する調査研究勉強会(2012.11-2013.3)，国土交通省国土交通政策研究所，委

員．

90. 節電対策のための企業等の勤務形態変更が鉄道輸送に与えた影響に関する調査委員会(2012.1-2012.3)，国
土交通省鉄道局，委員．

91. 伊豆地域の道路整備のあり方検討会(2011.9-2012.6)，静岡県，委員．

92. 東京圏における鉄軌道整備の現状把握と今後の方向性の検討に関する調査検討会(2011.9-2012.3)，運輸政

策研究機構，委員．

93. 交通バリアフリー推進基本構想協議会(2011.5-2013.5)，東京都目黒区，委員／副会長．

94. 都市鉄道の需要予測手法の精度向上に向けた勉強会(2011.1-2012.3)，運輸政策研究機構，委員．

95. 新幹線の利用環境に関する調査検討委員会(2009.4-2010.3)，鉄道運輸機構，委員．

96. バングラデシュ国ダッカ都市交通網整備事業準備調査にかかる国内支援委員会(2009.2-2010.3)，独立行政法

人国際協力機構，委員．
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97. まちづくり交付金評価委員会(2008.9-2009.3)，東京都大田区，委員．

98. 自動車輸送統計及び内航船舶輸送統計改善の新たな調査手法に係る研究会(2006.1-2009.3)，国土交通省総

合政策局，委員．

99. 都市幹線交通のサービス水準に着目した総合交通体系の評価に関する検討会(2006.1-2007.1)，国土交通省

総合政策局，委員．
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